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キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
多
彩
な

姿
を
提
示
す
る
「
日
本
パ
ノ

ラ
マ
」
部
門
で
の
エ
ン
ト
リ

ー
で
、
百
五
十
本
以
上
の
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し

た
。
三
本
は
十
月
七
日

日

午
前
十
時
半
か
ら
山
形
市
の

「
ミ
ュ
ー
ズ
１
」
で
上
映
さ

れ
ま
す
。

　
木
原
さ
ん
の
処
女
作
と
な

る
「
崇
と
…
」
は
、
今
年
一

月
の
神
奈
川
県
映
像
コ
ン
ク

ー
ル
で
入
選
。
ろ
う
重
複
障

害
者
が
働
く
「
あ
さ
ひ
共
同

作
業
所
」
の
あ
る
夏
の
一
日

を
と
ら
え
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
、
木
原
監
督
も
障
害

を
持
ち
な
が
ら
同
作
業
所
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
信
頼
関
係
に
支

え
ら
れ
た
さ
わ
や
か
な
映
像

が
印
象
的
な
作
品
で
す
。

　
井
上
さ
ん
の
「
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
…
」
は
昨
年
の
あ
き
る

野
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
。
「
日
常
の
中
で
、
ふ

と
脳
裏
に
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
、
も
う
多
分
会
う
こ
と

の
な
い
誰
か
に
つ
い
て
語
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
問
い

か
け
を
周
り
の
人
に
行
っ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
の
よ
う
な

映
画
で
す
。

　
コ
バ
さ
ん
こ
と
小
林
茂
さ

ん
の
「
ち
ょ
っ
と
青
空
」
は

札
幌
の
施
設
を
出
て
自
立
生

活
を
送
る
重
度
障
害
者
と
、

そ
こ
に
や
っ
て
く
る
人
た
ち

の
物
語
。
札
幌
の
試
写
会
で

は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
た
そ

う
で
す
。
同
映
画
祭
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
柳
澤
壽
男
監

督
が
福
祉
映
画
で
生
涯
問
い

続
け
て
き
た
こ
と
へ
の
ひ
と

つ
の
希
望
的
楽
天
的
な
答
え

と
な
る
か
？
　
楽
し
く
笑
え

る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
栄
誉
に
つ
い
て
木

　
招
待
さ
れ
た
の
は
、
木
原

さ
ん
の
第
４
期
映
画
塾
卒
業

作
品
「
崇
（
た
か
し
）
と
そ

の
仲
間
た
ち
」
（
一
六
ミ

リ
）
と
、
井
上
さ
ん
の
「
ダ

イ
ア
ロ
ー
グ
１
９
９
９
」

（
八
ミ
リ
）
、
小
林
さ
ん
の

「
ち
ょ
っ
と
青
空
」

ビ
デ

オ

で
す
。
日
本
の
新
作
ド

原
さ
ん
か
ら
は
以
下
の
よ
う

な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
「
今
、
世
間
で

は
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
私
は
地
味
で
も

頑
張
っ
て
い
る
人
の
姿
に
カ

メ
ラ
を
向
け
映
像
に
納
め
た

い
と
考
え
、
こ
の
映
画
を
撮

り
ま
し
た
。
映
画
の
完
成

は
、
撮
影
及
び
映
画
塾
ス

タ
ッ
フ
、
あ
さ
ひ
共
同
作
業

所
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

　
な
お
、
映
画
祭
の
日
程
な

ど
の
情
報
は
、
映
画
祭
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

　

十
月
三
日
に
開
幕
す
る
「
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
」
に
、
映
画
塾
会
員
の
木
原
大
吾
さ
ん

４
期

と

井
上
朗
子
さ
ん

２
期

の
両
作
品
が
正
式
招
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
映
画
祭
は
世
界
中
の
優
秀
な
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
を
上
映
す
る
国
際
的
に
も
有
名
な
映
画
祭
。
映
画
塾
会
員
の
作
品
上
映
は
初
め
て
で
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
招

待
に
も
匹
敵
す
る
栄
誉
で
す
。
さ
ら
に
映
画
塾
講
師
の
小
林
茂
さ
ん
の
新
作
も
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
映
画
塾
と
し
て
は

ト
リ
プ
ル
エ
ン
ト
リ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
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木
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井
上
さ
ん

コ
バ
さ
ん
に
招
待
状

日
本
パ
ノ
ラ
マ
部
門
の
栄
誉

「ダイアローグ1999」で共演する木原さん(右)と監督の

井上さん

　
井
上
朗
子
さ
ん
の
八
ミ
リ

映
画
「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
１
９

９
９
」
を
一
六
ミ
リ
に
変
換

す
る
た
め
に
、
募
金
を
集
め

る
「
『
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
１
９

９
９
』
を
一
六
ミ
リ
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
略
称
・

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
自
然
発
生
的
に
発
足

し
ま
し
た
。
国
内
外
の
映
画

祭
に
出
品
し
て
、
こ
の
映
画

を
広
く
知
ら
せ
よ
う
と
い
う

目
的
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
下

さ
い
。

　
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
、
独

特
な
味
わ
い
と
比
較
的
経
済

的
な
「
映
画
」
で
あ
る
こ
と

が
魅
力
で
す
が
、
原
理
上
一

本
し
か
な
い
た
め
、
コ
ピ
ー

を
つ
く
る
の
が
難
し
く
、
上

映
の
た
び
に
傷
が
付
き
、
色

な
ど
も
時
間
と
と
も
に
劣
化

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
上
映
の
回
数
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

　
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
変

換
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
問
題

が
解
決
さ
れ
、
な
お
か
つ
八

ミ
リ
時
の
味
わ
い
を
半
永
久

的
に
保
存
で
き
る
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。
「
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
…
」
は
昨
年
の
「
あ

き
る
野
映
画
祭
」
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
世

界
中
の
映
画
バ
イ
ヤ
ー
も
集

ま
る
「
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
祭
」
で
の
招

待
も
決
ま
り
ま
し
た
。
今

後
、
ほ
か
の
映
画
祭
に
積
極

的
に
売
り
込
む
こ
と
で
、
こ

の
映
画
の
魅
力
や
、
映
画
塾

を
は
じ
め
と
す
る
新
潟
の
映

画
シ
ー
ン
の
状
況
を
国
内
外

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
一

六
ミ
リ
化
す
る
資
金
の
募
金

を
広
く
呼
び
掛
け
ま
す
。
一

口
三
千
円
。
目
標
額
は
一
六

ミ
リ
化
に
必
要
な
資
金
三
十

万
円
で
す
。
賛
同
者
に
は
、

「
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
の
ビ
デ

オ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
っ
そ
く
、
呼
び
掛
け
人

と
し
て
小
林
茂
さ
ん
が
名
乗

り
を
挙
げ
「
も
っ
と
上
映
の

チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
た
い
、
そ

の
こ
と
で
井
上
朗
子
の
世
界

が
広
が
り
、
次
回
作
へ
の
足

掛
か
り
に
も
な
る
に
違
い
な

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
は

笹
崎
へ
。

　
「
第
一
七
回
あ
き
る
野
映

画
祭
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
テ
ス
ト

一
五
」
が
八
月
二
日
、
東
京

都
あ
き
る
野
市
で
行
わ
れ
、

中
野
敏
寛
さ
ん
監
督
の
「
王

様
と
裸
」
（
第
４
期
卒
業
作

品
）
は
グ
ラ
ン
プ
リ
は
惜
し

く
も
逃
し
ま
し
た
が
、
部
門

賞
に
代
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た

「
若
鮎
（
わ
か
あ
ゆ
）
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
授
賞
式
で
、
審
査
員
の
池

田
太
郎
さ
ん
は
「
こ
の
作
品

は
審
査
員
の
間
で
賛
否
両
論

あ
っ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
分

か
ら
な
い
と
か
、
人
物
感
覚

が
分
か
ら
な
い
と
か
。
し
か

し
私
は
す
ご
く
気
に
入
っ

た
。
映
像
に
非
常
に
力
が
あ

り
、
官
能
的
だ
」
と
講
評
。

中
野
さ
ん
は
壇
上
で
賞
品
の

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
手
に

「
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
「
王
様
と
裸
」
（
八
ミ

リ
、
四
十
五
分
）
は
、
死
体

を
探
し
に
行
く
男
女
の
話
。

全
国
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
三

十
五
本
の
中
か
ら
、
最
終
選

考
の
八
本
に
選
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
映
画
塾
か

ら
は
、
第
４
期
か
ら
関
谷
洋

美
さ
ん
の
「
ひ
と
や
す
み
」

と
神
尾
一
実
さ
ん
の
「
月
の

下
は
」
、
さ
ら
に
連
覇
を

狙
っ
た
井
上
朗
子
さ
ん
の
新

作
「
ア
ニ
メ
の
夜
」
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
が
、
関
谷
さ

ん
、
井
上
さ
ん
は
二
次
審
査

止
ま
り
、
神
尾
さ
ん
は
一
次

止
ま
り
で
し
た
。

　
な
お
、
グ
ラ
ン
プ
リ
は
鈴

木
余
位
さ
ん
の
「
う
た
っ
た

う
た
が
う
た
う
う
た
」
が
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
観
客
が

選
ぶ
観
客
賞
は
加
藤
健
二
さ

ん
の
「
ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
１
９

９
９
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
映
画
塾
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
）
化
に
つ

い
て
、
「
来
年
一
月
の
定
期

総
会
に
向
け
事
務
的
な
準
備

を
進
め
る
」
と
い
う
こ
と
が

八
月
一
日
の
定
例
会
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
つ
い
て
は
、

準
備
会
が
定
款
案
を
作
成
、

事
務
的
な
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
定
期
総
会
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

化
が
承
認
さ
れ
れ
れ
ば
、
県

の
審
査
を
経
て
、
四
月
に
も

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
い
が
た
映
画

塾
」
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
定
款
案
な
ど
は
映
画
塾
コ

ム
で
ど
な
た
で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
意
見
を
お

寄
せ
下
さ
い
。

星

中
野
さ
ん
は

若
鮎
賞
受
賞

あ
き
る
野
映
画
祭

　
ミ
リ
化
へ
募
金
開
始

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

を

世
界
に
売
り
込
め
！
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
作
業
は

来
年
１
月
め
ど
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温
度
差
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
、
第
二
回
の
準
備
会
は
同

所
で
九
月
十
日
に
行
う
こ
と

と
な
り
、
第
一
回
で
出
た
問

題
提
起
を
さ
ら
に
詰
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
映
像
制
作
を
誘
致
・
支
援

し
、
地
域
振
興
に
役
立
て
る

Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
金
沢
市

や
富
山
県
高
岡
市
な
ど
北
陸

地
域
に
も
広
が
り
、
八
月
八

日
に
は
全
国
協
議
会
が
発
足

す
る
な
ど
急
速
に
浸
透
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
映
画
塾
も
全

国
協
に
個
人
会
員
と
し
て
二

人
が
加
盟
し
ま
し
た
。
映
画

塾
で
は
新
潟
で
も
研
究
会
を

早
急
に
発
足
さ
せ
、
官
民
一

体
で
Ｆ
Ｃ
組
織
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
希
望

し
て
い
ま
す
。

星

　
新
潟
県
出
身
の
マ
ン
ガ

家
、
魚
喃
（
な
な
な
ん
）
キ

リ
コ
さ
ん
の
コ
ミ
ッ
ク
「
ｂ

ｌ
ｕ
ｅ
」
が
映
画
化
さ
れ
、

原
作
の
舞
台
で
あ
る
新
潟
市

内
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

　
準
備
会
に
参
加
し
た
の
は

新
潟
県
観
光
振
興
課
や
新
潟

市
観
光
物
産
課
、
新
潟
商
工

会
議
所
、
新
潟
県
中
小
企
業

家
同
友
会
、
新
潟
交
通
な

ど
。
ま
ず
、
映
画
塾
運
営
委

員
の
星
龍
雄
が
ビ
デ
オ
な
ど

を
交
え
Ｆ
Ｃ
の
概
要
な
ど
を

説
明
。
続
い
て
出
席
者
の
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｃ
や
研
究
会
設
立
に
つ

い
て
、
民
間
側
は
お
お
む
ね

賛
同
。
行
政
側
は
個
人
的
意

見
と
し
て
い
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
し
な
が
ら
も
、
役
所
内
部

で
の
意
思
統
一
の
問
題
や
、

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
作
品

が
来
た
ら
ど
う
対
応
す
る
の

か
な
ど
の
慎
重
意
見
も
あ

り
、
官
と
民
の
間
で
若
干
の

た
。
映
画
塾
も
エ
キ
ス
ト
ラ

集
め
な
ど
撮
影
に
協
力
し
ま

し
た
。

　
撮
影
は
八
月
十
九
日
に
富

山
県
高
岡
市
で
ク
ラ
ン
ク
イ

ン
。
二
十
四
日
に
新
潟
市
に

移
動
し
、
二
十
五
日
か
ら
市

内
の
一
軒
家
や
古
町
商
店

街
、
海
岸
な
ど
で
ロ
ケ
を
行

い
ま
し
た
。

　
監
督
は
「
ｄ
ｅ
ａ
ｄ
Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｔ
」
な
ど
斬
新
な
作
品
を

発
表
し
て
い
る
新
進
の
安
藤

尋
（
ひ
ろ
し
）
監
督
。
制
作

会
社
は
東
京
の
オ
メ
ガ
・
ミ

コ
ッ
ト
で
す
。

　
主
役
は
「
キ
ュ
ー
ピ
ー
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
」
の
Ｃ
Ｍ
な
ど
に

出
演
し
た
モ
デ
ル
出
身
の
市

川
実
日
子
さ
ん
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド

ラ
マ
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
に
も

出
演
し
て
い
る
小
西
真
奈
美

さ
ん
で
す
。

　
「
ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
」
は
女
子
高

校
生
二
人
の
友
情
と
愛
情
の

物
語
。
作
者
の
高
校
時
代
の

体
験
が
モ
チ
ー
フ
で
、
新
潟

の
風
景
が
ふ
ん
だ
ん
に
出
て

く
る
青
春
映
画
で
す
。

　
映
画
塾
は
六
月
上
旬
に
新

潟
ロ
ケ
の
相
談
を
受
け
ま
し

た
。
話
し
合
い
の
結
果
、
フ

ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
運
動

の
盛
り
上
が
り
に
役
立
つ
と

考
え
、
ロ
ケ
地
探
し
や
エ
キ

ス
ト
ラ
集
め
、
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
開
催
、
ロ
ケ
場
所
と

な
る
海
岸
の
清
掃
な
ど
を
協

力
。
ま
た
石
川
浩
之
さ
ん

（
３
期
）
ら
が
制
作
ス
タ
ッ

フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
エ
キ
ス
ト
ラ
募
集
で
は
短

い
告
知
に
も
関
わ
ら
ず
百
六

十
五
人
も
の
応
募
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
主
役
の
友
人
役
の

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
百
十

二
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
高

橋
純
子
さ
ん
（
６
期
）
も
市

川
さ
ん
の
友
人
役
に
選
ば

れ
、
熱
演
し
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
は
九
月

五
日
で
す
。

　
新
潟
で
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｆ
Ｃ
）
設
立

に
向
け
て
、
映
画
塾
で
は
そ
の
前
段
階
と
な
る
「
新
潟

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
会

仮
称

」
設
立
の
呼
び

掛
け
を
始
め
ま
し
た
。
八
月
二
十
日
に
は
第
一
回
の
準

備
会
を
万
代
市
民
会
館
で
開
催
、
十
四
の
自
治
体
・
団

体
・
企
業
か
ら
十
九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新潟フィルムコミッション研究会（仮称）
設立趣意書

　新潟に住んだことも訪れたこともない人に「新潟に対しての
イメージは？」とたずねて、どんな答えが返ってくるでしょ
う？　おそらく「豪雪地」「酒やコメがうまい」などステレオ
タイプな答え以外に、はっきりとしたイメージがわかないと思
います。
　新潟に住む私たちのほとんどは、新潟に愛着を持っていると
思います。夕日の沈む海辺や、はざ木のある田園や、雪の降っ
た夜のしんとした静けさや、雄大な信濃川のほとりなど、だれ
でも心和む記憶があるのも一つの理由です。
　しかし、こうした風景を言葉で県外の人に伝えるのはなかな
か難しいことです。新潟の奥深い魅力は、この風景を見て、記
憶が生まれて、はじめて心に伝わるものだと考えます。
　かたや北海道では、「北の国から」というテレビドラマに
よって、雪に覆われた小山の一本の木が全国的に有名となり、
大勢の観光客が富良野という町に押し寄せました。ドラマの登
場人物の記憶が、視聴者の記憶として重なり、その場所を追体
験したいという効果を生んだのです。なんでもない風景に物語
が生まれたのです。映像とは、まだ知らぬ場所をあたかも体験
するような力があるといえるでしょう。
　昨年から、全国各地でフィルムコミッションという組織につ
いて関心が高まり、既に大阪、横浜、金沢などでフィルムコ
ミッションが設立されています。
　フィルムコミッションの事業を一言でいえば
　「地域のロケーション(風景)を売り込む事業」
　だといえます。
　具体的にはロケーション撮影を誘致し、撮影に必要な許可を
得たり、関係する各方面との交渉を行います。その結果、地元
にとっては国際的、国内的な知名度が上がり、観光宣伝に役立
つことが期待されています。風景に「物語」という付加価値が
生まれるのです。
　ほかにも、ロケ隊が滞在することにより、経済効果や雇用の
創出なども期待できます。また、交流による新しい文化や産業
が生まれる可能性もあります。

　新潟フィルムコミッション研究会(仮称)は、「新潟の風景を
売り込む」ことをテーマに、フィルムコミッションの具体的な
設立方法や、課題解決方法を検討します。そしてこの新潟に新
しい物語が生まれることを応援するものです。

2001年7月吉日
新潟フィルムコミッション研究会設立発起人一同

ＦＣ研究会 設立呼び掛け
行政や企業
経済団体に｢準備会｣ に19人参加

魚
喃
さ
ん

コ
ミ
ッ
ク

ｂ
ｌ
ｕ
ｅ

新
潟
で
ロ
ケ

　
五
月
十
二
日
に
開
講
し
た

第
６
期
映
画
塾
。
七
月
末
ま

で
の
全
十
二
回
の
講
義
と
、

八
月
下
旬
ま
で
の
卒
業
制
作

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
今

期
は
八
本
の
作
品
が
生
ま
れ

る
予
定
で
す
。

　
日
曜
日
か
ら

土
曜
日
に
日
程

を
移
し
、
集
ま

り
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
二

十
六
人
と
、
例

年
並
み
の
受
講
生
数
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
色
は
「
受
講
生

の
考
え
や
意
見
を
尊
重
し
な

が
ら
、
自
分
で
考
え
る
こ
と

を
求
め
る
」
と
い
う
点
が
よ

り
強
調
さ
れ
た
点
。
毎
回
、

講
師
の
ナ
シ
モ
ト
タ
オ
さ
ん

ら
が
「
ど
う
す
る
、
ど
う
し

て
ほ
し
い
？
」
と
受
講
生
に

問
い
掛
け
、
そ
の
希
望
に
で

き
る
だ
け
沿
う
形
で
講
義
は

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
後
半
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
当
初
予
定
か
ら

大
幅
に
変
わ
り
、
受
講
生
同

士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

多
く
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
講

師
も
東
京
か
ら
の
ゲ
ス
ト
講

師
は
呼
ば
ず
、
「
プ
ロ
の
映

画
制
作
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
か
ら

「
映
画
・
映
像
を
自
分
の
表

現
ツ
ー
ル
と
し
て
身
に
付
け

て
も
ら
う
」
こ
と
が
念
頭
に

置
か
れ
、
新
た
な
映
画
塾
の

方
向
性
を
示
し
た
講
座
だ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
土
曜
日
夜

の
三
時
間
ほ
ど
で
は
「
短
す

ぎ
た
」
と
い
う
声
が
ス
タ
ッ

フ
の
間
で
あ
る
の
も
事
実
。

卒
制
段
階
で
最
低
限
必
要
な

技
術
を
本
当
に
伝
え
ら
れ
た

の
か
と
い
う
反
省
点
も
残
り

ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
七
月
二
十
日

か
ら
行
わ
れ
た
卒
制
で
は
猛

暑
の
中
で
の
屋
外
撮
影
や
、

喫
茶
店
の
厚
意
で
早
朝
か
ら

深
夜
ま
で
借
り
き
っ
て
の
撮

影
、
話
し
合
い
の
中
で
二
転

三
転
と
変
わ
っ
て
い
く
企
画

な
ど
、
暑
さ
や
時
間
と
の
闘

い
、
自
我
を
む
き
出
し
に
し

た
バ
ト
ル
や
終
わ
っ
た
後
の

感
動
と
い
っ
た
、
映
画
塾
な

ら
で
は
の
光
景
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
６
期
は
、
編
集
や
音
入
れ

な
ど
の
仕
上
げ
作
業
に
入

り
、
十
月
上
旬
の
完
成
上
映

会
で
閉
講
。
十
一
月
の
に
い

が
た
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
フ
ェ

ス
で
一
般
上
映
さ
れ
ま
す
。

｢第６期｣終了へ

卒
業
制
作
は
８
本

講
義

自
分
で
考
え
る

前
面
に

喫
茶
店
を
借
り
き
っ
て
行
わ
れ
た
星

山
組
の
卒
業
撮
影
風
景
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定
期
上
映
会
「
シ
ネ
バ
ン

０
１

ゼ
ロ
ワ
ン

」
は
九
月

十
五
日
（
祝
）
午
後
七
時
か

ら
、
「
浜
茶
屋
上
映
会
」
を

開
き
ま
す
。

　
新
潟
市
上
新
栄
町
の
通
称

サ
ン
セ
ッ
ト
・
ビ
ー
チ
の

し
み
方
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
上
映
作
品
は
真
保
巌
さ
ん

３
期
）
の
「
１
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
」
「
平
凡
パ
ン
チ
」
や
、

柄
澤
優
子
さ
ん

３
期

の

「
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
パ
ン
チ
」
、

金
沢
良
美
さ
ん
（
１
期
）
の

「
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ア
コ

ち
ゃ
ん
」
、
佐
藤
広
一
さ
ん

（
３
期
）
の
「
暗
闇
の
チ
カ

チ
カ
ラ
イ
ト
」
な
ど
を
上

映
。
午
後
六
時
半
開
場
、
七

時
開
演
で
す
。
前
売
り
千
五

百
円
、
当
日
千
八
百
円

ワ

ン
ド
リ
ン
ク
付
き

。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
参
加
者
は
別
途
千

円
を
い
た
だ
き
ま
す
。
雨
天

の
場
合
は
店
内
で
上
映
。
問

い
合
わ
せ
は
映
画
塾
へ
。

　
六
月
十
二
日
、
万
代
市
民

会
館
に
お
い
て
「
こ
ど
も
の

そ
ら
」
の
上
映
会
が
約
二
百

人
の
観
客
を
集
め
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
「
こ
ど
も
の
そ

ら
」
は
小
林
茂
監
督
が
、

「
第
１
期
に
い
が
た
映
画

塾
」
講
師
を
務
め
た
年
か
ら

撮
り
始
め
た
学
童
保
育
三
部

作
の
完
結
版
で
、
映
画
塾
の

歩
み
と
同
時
進
行
で
作
ら
れ

て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
完
成

も
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

「
ラ
・
マ
ー
レ
」
を
借
り
切

り
、
バ
カ
映
画
ほ
か
を
上
映

し
ま
す
。
季
節
は
ず
れ
の
海

も
ま
た
オ
ツ
な
も
の
。
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
も
あ
り
。
映
画
館

と
は
一
味
違
う
開
放
的
な
雰

囲
気
で
、
映
画
の
違
っ
た
楽

　
映
画
は
学
童
保
育
所
の
一

日
を
捉
え
た
第
一
部
「
放
課

後
」
か
ら
、
数
日
間
の
自
転

車
旅
行
を
描
い
た
第
二
部

「
自
転
車
」
、
冬
の
学
童
保

育
所
と
そ
の
父
母
た
ち
の
活

動
を
描
い
た
第
三
部
「
雪
合

戦
」
へ
と
そ
の
視
点
を
広
げ

て
い
き
ま
す
が
、
子
供
た
ち

の
姿
を
あ
く
ま
で
も
現
在
志

向
で
描
こ
う
と
す
る
姿
勢
で

貫
か
れ
て
お
り
、
力
強
い
映

画
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
雪

合
戦
の
場
面
で
は
会
場
は
大

い
に
沸
い
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
「
た
ん
ぽ

ぽ
保
育
園
」
の
井
上
薫
さ
ん

に
ス
タ
ッ
フ
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
今
ま
で
の
シ
ネ
バ

ン
の
枠
を
超
え
た
観
客
層
の

広
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
観

客
動
員
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
（
笹
崎
）

■浜茶屋＆バカ映画

季節はずれの浜茶屋で映画塾のバカ映画ほ

かを上映。バーベキューも予定

▽場　所　新潟市上新栄町5824-240　

「ラ・マーレ」

▽日　時　９月15日(土)　午後7時―

▽入場料　前売り1500円　当日1800円(ワ

ンドリンク付き)

バーベキュー参加者はプラス1000円（人

数が集まらない場合中止することがあり

ます）

▽主催・問い合わせ　にいがた映画塾　電

話・ファクス　025-248-9088(電話は夜7時

以降)

シ
ネ
バ
ン
　01

シ
ネ
バ
ン
で
あ
い
さ
つ
す
る
小
林
茂
さ
ん

過
去
最
高
の

　
人
を
動
員

こ
ど
も
の
そ
ら

200

　
第
６
期
映
画
塾
に
並
行
し

て
「
に
い
が
た
シ
ナ
リ
オ
講

座
」
も
五
月
十
九
日
か
ら
七

月
二
十
八
日
ま
で
全
六
回
の

日
程
で
行
わ
れ
、
高
校
一
年

生
か
ら
五
九
歳
ま
で
、
幅
広

い
年
齢
層
の
二
十
二
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
シ
ネ
ウ
イ
ン

ド
専
従
の
井
上
経
久
さ
ん
も

参
加
。
受
講
の
感
想
を
寄
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
×
　
　
　
　
　
×

　
五
月
中
旬
か
ら
七
月
の
終

わ
り
に
か
け
、
私
は
に
い
が

た
映
画
塾
主
催
の
シ
ナ
リ
オ

講
座
を
受
講
し
て
い
た
。
講

義
は
隔
週
土
曜
日
の
夜
に
行

わ
れ
た
。
私
の
休
み
は
週
一

回
、
件
の
土
曜
日
で
あ
る
。

せ
っ
か
く
の
休
日
を
あ
て
る

の
だ
、
そ
れ
な
り
の
充
実
が

欲
し
い
。
ま
っ
た
く
「
手
前

勝
手
に
受
講
し
て
お
き
な
が

ら
何
様
の
つ
も
り
か
」
発
言

だ
が
、
結
果
を
言
え
ば
大
満

足
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
い

い
。
　
原
稿
用
紙
の
使
い
方
か
ら

教
わ
り
、
柱
・
ト
書
き
・
台

詞
の
シ
ナ
リ
オ
構
成
要
素
を

用
い
て
「
短
く
て
も
き
ち
ん

と
他
人
に
伝
わ
る
シ
ナ
リ

オ
」
を
書
く
技
術
を
つ
け

る
。
こ
れ
が
本
講
座
の
主
題

だ
っ
た
。

　
こ
こ
で
自
分
を
振
り
返
っ

て
み
た
と
き
、
果
た
し
て
そ

の
技
術
は
身
に
つ
い
た
か
。

甚
だ
怪
し
い
限
り
だ
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
我
が
怠
慢
ゆ
え

に
他
な
ら
な
い
。
講
師
の
司

貴
志
さ
ん
を
始
め
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
が
フ
ォ
ロ
ー
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、

内
容
は
分
か
り
や
す
か
っ
た

し
様
々
な
工
夫
に
富
ん
で
い

た
と
思
う
。

　
先
述
の
通
り
実
力
は
さ
て

お
き
、
シ
ナ
リ
オ
の
大
切

さ
・
ド
ラ
マ
作
り
の
基
本
を

教
え
て
く
れ
た
本
講
座
は
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
今
後
は

少
し
ず
つ
で
も
技
術
を
向
上

さ
せ
、
「
に
い
が
た
映
画
塾

シ
ナ
リ
オ
講
座
出
身
で
す
」

と
胸
を
張
っ
て
答
え
ら
れ
る

よ
う
な
ホ
ン
を
書
い
て
み
た

い
。
い
つ
か
は
。

シ
ナ
リ
オ
講
座
を
受
講
し
て

井
上
　
経
久
（
ウ
イ
ン
ド
専
従
）

　
「
学
校
づ
く
り
」
ビ
デ
オ

は
、
七
月
で
ほ
ぼ
撮
影
が
終

わ
り
、
現
在
、
編
集
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
の
ビ
デ
オ

は
シ
ナ
リ
オ
な
し
で
撮
り
は

じ
め
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

な
の
で
、
編
集
作
業
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
作
品

の
構
成
が
見
え
て
き
ま
す
。

今
、
最
も
苦
労
し
て
い
る
の

は
百
時
間
を
超
え
る
ぼ
う
大

な
素
材
が
あ
る
こ
と
で
、
オ

フ
ラ
イ
ン
編
集
を
繰
り
返
し

な
が
ら
完
成
型
へ
と
近
づ
け

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
各

学
校
三
十
分
程
度
、
六
本
の

オ
ム
ニ
バ
ス
作
品
に
な
る
予

定
で
す
、
今
後
は
、
九
月
八

日
に
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
る
「
ボ
ラ
フ
ェ
ス

２
０
０
１
」
で
三
本
の
中
間

上
映
会
を
行
い
、
十
一
月
の

完
成
上
映
会
を
も
っ
て
一
年

半
に
も
お
よ
ん
だ
制
作
を
終

え
る
予
定
で
す
。
（
笹
崎
）

　
県
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

非
政
府

組
織
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利

活
動
法
人
）
に
よ
る
お
祭
り

「
ボ
ラ
フ
ェ
ス
２
０
０
１
」

が
九
月
八
日
（
土
）
午
前
十

時
か
ら
、
新
潟
市
上
所
２
の

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
ま
す
。
映
画
塾
も
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
フ
ェ
ス
で
は
、
環
境

や
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
県
内
に
数
多
く
あ

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
紹

介
。
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
映
画
塾
の
ブ
ー
ス
で
は
、

映
画
塾
の
活
動
の
紹
介
や
作

品
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
上
記

の
通
り
学
校
ビ
デ
オ
の
中
間

上
映
会
も
。
当
日
手
伝
っ
て

く
れ
る
方
を
大
募
集
！
　
詳

細
は
矢
部
ま
で
。

　
す
で
に
ご
存
じ
の
方
も

お
ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う

が
、
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
映

画
セ
ミ
ナ
ー
「
映
画
を

も
っ
と
知
る
た
め
に
」
は

六
月
九
日
よ
り
万
代
市
民

会
館
を
会
場
に
始
ま
り
、

映
像
言
語
を
主
眼
に
し
た

第
一
期
の
「
映
画
モ
ン
タ

ー
ジ
ュ
論
」
、
第
二
期
の

音
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
へ
展

開
す
る
「
映
画
ト
ー
キ
ー

論
」
を
終
了
。
第
三
期
の

「
映
画
表
現
論
」
が
九
月

八
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
私
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に

一
九
九
五
年
よ
り
新
潟
市

内
の
専
門
学
校
に
お
い
て

映
画
論
の
講
義
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
中

で
、
こ
の
よ
う
な
役
割
を

新
た
に
預
か
り
、
こ
れ
か

ら
は
も
っ
と
映
画
を
愛
す

る
市
民
の
方
々
に
も
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
自
分

に
染
み
込
ん
だ
映
画
の
思

い
の
丈
を
お
伝
え
で
き
る

よ
う
研
鑽
（
さ
ん
）
を
積

ん
で
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
。

　
目
標
は
、
当
セ
ミ
ナ
ー

に
よ
っ
て
み
な
さ
ま
の
映

画
づ
く
り
や
、
映
画
評
論

な
ど
に
活
用
で
き
る
細
部

に
か
か
わ
っ
た
専
門
的
な

内
容
を
目
指
し
ま
す
。
あ

る
面
、
堅
い
切
り
口
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

独
自
性
を
打
ち
立
て
、
専

門
的
な
講
義
と
し
て
差
別

化
す
る
た
め
に
も
ご
容
赦

願
い
ま
す
。

　
映
画
塾
会
員
の
方
に
限

り
特
別
料
金
に
て
ご
聴
講

い
た
だ
け
ま
す
。
単
発
の

お
申
し
込
み
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
み
な
さ
ま

と
と
も
に
映
画
の
奥
の
世

界
を
ご
一
緒
に
探
求
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。
野
上
純
嗣
）

　
　
　
×
　
　
　
×

　
「
映
画
を
も
っ
と
知
る

た
め
に
」
の
第
三
期
は
九

月
八
、
二
十
二
日
、
十
月

十
三
日
の
各
土
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
万

代
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

す
。
第
四
期
は
「
映
画
の

役
割
」
を
テ
ー
マ
に
十
月

二
十
七
日
、
十
一
月
十

日
、
十
二
月
八
日
の
三
回

を
同
時
刻
に
。
一
期
一
万

円
で
す
が
、
映
画
塾
会
員

は
一
回
に
つ
き
二
千
円
で

受
講
で
き
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
ウ
イ
ン
ド
、
電

話
０
２
５
（
２
４
３
）
５

５
３
０
へ
。

　
日
に
会
員
バ
カ
映
画
ほ
か

秋
の
浜
茶
屋
で
上
映
会

15

い
よ
い
よ
編
集
作
業

学
校
ビ
デ
オ

　
月
完
成
予
定

11
ボ
ラ
フ
ェ
ス
に

塾
の
ブ
ー
ス
も
８日

映像表現､奥の奥へ
野上さんの
映画セミナー会員は特別料金
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い
や
あ
シ
ー
ズ
ン
ま
っ
さ

か
り
で
す
ね
。

　
な
ん
の
シ
ー
ズ
ン
か
っ

て
、
映
画
制
作
の
で
す
よ

ね
。
「
あ
あ
も
う
そ
ん
な
季

節
か
ぁ
」
っ
て
思
っ
て
し
ま

う
の
が
に
い
が
た
映
画
塾
ス

タ
ッ
フ
そ
し
て
新
潟
の
映
像

作
家
の
み
な
さ
ん
な
ん
で
す

よ
ね
。

　
ま
ず
に
い
が
た
映
画
塾
の

卒
業
制
作
作
品
の
制
作
期
間

が
七
月
か
ら
九
月
に
な
り
ま

す
か
ら
毎
年
。
そ
し
て
新
潟

新
潟
・
市
民
映
画
館
シ
ネ
・

ウ
イ
ン
ド
に
て
、
十
一
月
十

八
日
（
日
）
に
パ
ー
ッ
と
や

る
っ
て
こ
と
で
、
現
在
作
品

募
集
中
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
つ
く
り
ま

し
ょ
う
よ
。
「
迷
わ
ず
行
け

よ
。
行
け
ば
わ
か
る
さ
。
」

と
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
は
つ
ね

づ
ね
言
っ
て
い
ま
す
。
最

近
、
色
紙
に
は
必
ず
「
一
歩

踏
み
出
す
勇
気
」
と
い
う
言

葉
を
入
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
つ
く
る
楽
し
さ
」
っ
て

の
は
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
つ
く
り

続
け
れ
ば
上
達
し
ま
す
よ

ね
。
上
達
し
た
ら
ま
た
違
っ

た
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
え

る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

縁
あ
っ
て
に
い
が
た
映
画
塾

で
映
画
づ
く
り
を
体
験
し
た

み
な
さ
ん
に
は
こ
の
「
楽
し

さ
」
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い

で
す
し
、
作
品
を
つ
く
っ

て
、
発
表
し
て
、
ま
わ
り
の

人
た
ち
を
、
新
潟
の
人
た
ち

を
巻
き
込
ん
で
い
っ
て
、

「
映
画
・
映
像
の
持
つ
素
敵

な
力
」
を
新
潟
に
広
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
こ

れ
こ
そ
が
に
い
が
た
映
画
塾

の
存
在
意
義
で
あ
り
、
こ
の

映
画
祭
の
存
在
意
義
な
の
で

す
か
ら
。

　
と
い
う
わ
け
で
、
作
品
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
オ
オ
ハ
シ
）

　
　
×
　
　
　
　
×

　
作
品
締
め
切
り
は
十
月
十

日
。
詳
し
い
募
集
要
項
は
シ

ネ
・
ウ
イ
ン
ド
な
ど
に
あ
る

チ
ラ
シ
か
映
画
塾
コ
ム
を
ご

覧
下
さ
い
。

の
映
像
作
家
の
み
な
さ
ん
も

こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
る
方

が
多
い
と
。

　
な
ん
で
か
。
毎
年
十
一
月

に
、
に
い
が
た
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
「
ア
ン
タ
の
映
画
見
せ
て

や
れ
っ
！
！
」
が
あ
る
か

ら
、
っ
て
大
き
な
理
由
の
ひ

と
つ
な
わ
け
で
す
。

　
こ
の
「
映
画
館
の
ス
ク
リ

ー
ン
で
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
を
上
映
す
る
自
主
制
作
映

画
の
お
祭
り
」
は
、
今
年
も

で
す
が
、
重
い
テ
ー
マ
な
が

ら
も
、
な
ぜ
か
さ
わ
や
か
な

印
象
を
与
え
ま
す
。
「
第
三

回
に
い
が
た
市
民
文
学
」
の

小
説
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
た
同
作
品
の
ほ
か
、
依
存

症
脱
出
の
た
め
の
学
習
会
の

様
子
な
ど
の
体
験
記
も
あ
り

ま
す
。

　
月
乃
さ
ん
は
「
一
見
、
陰

気
な
病
気
克
服
本
で
す
が
、

根
本
の
テ
ー
マ
は
ユ
ー
モ
ア

で
す
。
ど
ん
な
人
生
で
も
、

自
分
で
Ｏ
Ｋ
だ
と
思
え
ば
Ｏ

Ｋ
な
ん
だ
、
と
い
う
感
じ
が

笑
い
と
共
に
伝
わ
れ
ば
い
い

な
、
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
日
報
事
業
社
刊
、
１

３
６
ペ
ー
ジ
。
消
費
税
込
み

千
二
百
六
十
円
。
近
く
の
書

店
で
お
求
め
下
さ
い
。

▽
五
月
二
十
七
日

■
鵜
飼
さ
ん
に
長
男
誕
生
！

　
第
３
期
映
画
塾
で
編
集
講

座
講
師
を
務
め
、
映
画
塾
を

温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
っ
て

い
る
編
集
技
師
の
鵜
飼
邦
彦

さ
ん
に
三
月
二
十
二
日
、
長

男
が
誕
生
し
ま
し
た
。
名
前

は
聖
人
（
ま
さ
と
）
ち
ゃ
ん

で
す
。

▽
七
月
一
日

■
加
藤
真
奈
美
さ
ん
結
婚
！

　
「
Ｃ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
ａ
で
愛
し

て
！
」
の
初
代
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
、
加
藤
真
奈
美
さ
ん

が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
お
相
手
の
男
性
は
外

資
系
の
保
険
会
社
に
勤
め
る

方
で
、
四
年
ご
し
の
愛
を
実

ら
せ
ま
し
た
。

　
編
集
作
業
が
大
幅
に
遅

れ
、
関
係
者
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
お
わ
び
し

ま
す
。

　
【
編
集
ス
タ
ッ
フ
】
星
龍

雄
【
題
字
】
宮
川
直
子

映
画
塾
コ
ム

Ｎ

Ｅ

Ｗ

Ｓ

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

にいがた映画塾

お問い合わせ等はこちらへ！

〒950-0086　新潟市花園2-3-2飛鳥ビル

電話・ファクス　025-248-9088

電子メール　       mail@n-eigajyuku.com

映画塾コム　      www.n-eigajyuku.com

編
集
後
記

5月
　12日 第6期映画塾開講
　13日 「Cinemaで愛して！」第76回　青山真治監督インタビュー後編(星龍

雄)
　16日 第9回定例会
　19日 第6期第2回▽にいがたシナリオ講座開講
　20日 「Cinemaで愛して！」第77回　現代の映像作家の巻(市川栄）
　23日 第1回ＮＰＯ準備会
　26日 第6期第3回
　27日 「Cinemaで愛して！」第78回　市民講座の巻（越智敏夫）
6月
　2日 第6期映画塾第4回▽シナリオ講座第2回
　3日 「Cinemaで愛して！」第79回　映画セミナーの巻（野上純嗣）
　6日 第10回定例会▽アーツカフェ第1回に星龍雄出演しフィルムコミッショ

ンＰＲ(蔵)
　9日 第6期第5回
　10日 「Cinemaで愛して！」第80回　「トトロの森」の巻（南日伸夫）
　12日 シネバン01「こどものそら上映会＆トーク」200人が来訪(万代市民会

館)
　13日 第2回ＮＰＯ準備会
　16日 第6期第6回▽シナリオ講座第3回
　17日 「Cinemaで愛して！」第81回　フィルムコミッションの巻(星龍雄)
　18日 01年インディーズフェス第1回話し合い
　20日 第11回定例会
　23日 第6期第7回
　24日 「Cinemaで愛して！」第82回　ヴェンダース会見の巻(ナシモトタオ)
　26日 ★フィルムコミッションＰＲでＮＨＫに出演！
　27日 第3回ＮＰＯ準備会
　30日 第6期第8回▽シナリオ講座第4回
7月
　1日 「Cinemaで愛して！」第83回　野上純嗣の巻
　4日 第12回定例会
　7日 第6期第9回
　8日 「Cinemaで愛して！」第84回　今年上半期のイチオシ！の巻
　14日 第6期第10回▽シナリオ講座第5回
　15日 「Cinemaで愛して！」第85回　第6期映画塾の巻(笹崎隆)
　18日 第13回定例会
　21日 第6期卒制スタート
　22日 「Cinemaで愛して！」第86回　自主映画もいいぞの巻（須貝奈穂子、矢
沢直子）

　28日 シナリオ講座第6回、閉講
　29日 「Cinemaで愛して！」第87回　マメカラの熱い夏の巻（平石仁、高橋
茂）

8月
　1日 第14回定例会
　2日 ★「第17回あきる野映画祭」で中野敏寛「王様と裸」若鮎賞(東京・あき
る野市）

　4日 万代市民会館10周年祭で映画塾傑作選上映会（講座卒業作品6本と会員作
品7本を上映)

　5日 「Cinemaで愛して！」第88回　ああ夏の日の映画と音楽の巻（平石、高
橋）

　8日 ★全国フィルムコミッション連絡協議会設立総会、星が参加、土田雅之も
会員に(横浜)

　11日 映画「ｂｌｕｅ」オーディション　約110人が参加(万代市民)
　12日 「Cinemaで愛して！」第89回　「ｂｌｕｅ」の巻(石川浩之)
　15日 第15回定例会
　19日 「Cinemaで愛して！」第90回　ピースボートの巻(石川)
　20日 新潟フィルムコミッション研究会第1回設立準備会(万代市民)
　25日 映画「ｂｌｕｅ」新潟撮影クランクイン
　26日 「Cinemaで愛して！」第91回　夏はライブだよね～の巻(駒形千夏)

(2001年5月7日～8月31日）　★は関連・協力事業

アンタの映画
見せてやれっ

作
品
募
集
を
開
始
！

締
め
切
り
　
月
　
日
、
上
映
は
　
月
　
日

10

10

11

18

　
会
員
の
書
い
た
小
説
が
単

行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
　
月
乃
光
司
さ
ん

ペ

ン
ネ
ー
ム
、
三
六
歳

の

「
窓
の
外
は
青
」

写
真

と

い
う
タ
イ
ト
ル
。
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
で
病
院
の
入
退
院

を
繰
り
返
し
た
実
体
験
を
基

に
し
た
作
品
で
す
。

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
引
き

こ
も
り
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
自

殺
未
遂
な
ど
あ
ら
ゆ
る
社
会

問
題
を
体
験
し
た
月
乃
さ
ん

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

体
験
基
に
小
説
出
版

月乃さん


